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徳
川
家
康
の
初
期
フ
ィ
リ
ピ
ン
外
交
―
―
エ
ス
ピ
ツ
ト
ゥ
・
サ
ン
ト
号
事
件
に
つ
い
て
―
―
岸
野
久
註
（
１
）
村
上
直
次
郎
博
士
『
異
国
往
復
書
協
集
・
増
訂
異
国
日
記
抄
』
二
五
四
―
二
五
六
頁
。
（
２
）
関
田
駒
吉
氏
「土
仕
漂
着
船
に
関
す
る
ェ
献
」
翁
土
佐
史
談
』
三
八
・
二
九
）
一
サ
ン
・
フ
エ
リ
ー
ペ
号
事
件
二
王
ハ
聖
人
殉
教
事
件
の
結
果
日
比
関
係
が
最
悪
の
状
態
に
あ
つ
た
時
、量
且臣
秀
吉
は
死
去
し
、徳
川
家
康
が
事
実
上
の
支
配
者
と
し
て
日
比
交
渉
に
着
手
し
た
。
彼
は
潜
伏
中
の
フ
一ア
ン
シ
ス
コ
会
士
パ
ー
デ
レ
・
フ
ラ
イ
・
ヘ
ロ
ニ
モ
ふ
ア
・
ヘ
ス
ー
ス
可
い暑
①
『
番
く
狩
よ
ュ
ヨ
ｏ
儲
命
汗
よ
り
に
会
い
、　
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
友
好
を
保
つ
こ
と
に
よ
っ
て
関
東
の
港
と
マ
ニ
ラ
・
メ
キ
シ
ョ
Ｌ
の
貿
易
が
可
能
と
な
る
と
の
確
信
を
懐
い
た
。
彼
は
、　
一
王
九
八
年
一
ガ
レ
オ
ン
船
エ
ス
ピ
ツ
ト
ウ
・
サ
ン
ト
号
漂
着
，
脱
出
事
件
Ｆ
い
ｏ
Ｓ
命８
訂
ヨ
問
ｔ
〓
言
∽
営
一中〇
（以
下
上
ス
ピ
ツ
ト
ゥ
・
サ
ン
ト
号
事
件
と
略
す
）
は
一
六
〇
二
年
（慶
長
七
）
土
佐
清
水
港
で
お
こ
っ
た
。
当
事
件
の
概
略
は
、
村
上
直
次
郎
博
士
に
よ
っ
て
、
関
係
日
本
史
料
は
、
関
田
駒
吉
氏
に
よ
っ
て
紙
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
二
・
三
の
対
外
交
渉
史
に
当
事
件
は
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
事
件
の
意
義
・
内
外
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
筆
者
は
ま
ず
従
来
不
明
の
点
の
多
か
っ
た
徳
川
家
康
の
初
期
対
比
交
渉
を
主
と
し
て
ロ
ー
マ
・
イ
エ
ズ
ス
会
文
書
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
、
次
に
従
来
の
史
料
に
新
史
料
を
加
え
て
事
件
と
事
件
の
影
響
・
意
義
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
ゆ
き
た
い
。
な
お
史
料
は
末
尾
に
掲
載
し
た
。
徳
川
家
康
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
外
変
（岸
野
）
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）
二
月
に
堺
の
商
人
と
思
わ
れ
る
工
郎
右
衛
門
Ｏ
Ｒ
増
ｇ
】留
、
一
六
〇
的
拝
に
パ
ー
デ
レ
・
フ
ラ
イ
・
ヘ
ロ
ニ
モ
自
身
を
マ
ニ
ラ
に
派
遣
し
た
。
こ
の
時
に
ド
ン
・
ペ
ド
ロ
・
デ
・
レ
オ
ン
∪
〇
巨
将
＆
る
ぃ
ｒ
ｒ
〓
【〕
と
い
う
教
名
を
持
つ
長
崎
在
住
の
商
人
伊
丹
平
左
衛
門
宗
味
が
同
行
し
た
。
家
康
が
マ
ニ
ラ
ヘ
要
望
し
た
こ
と
は
、
主
と
し
て
関
東
・
メ
キ
シ
ョ
貿
易
開
設
で
あ
っ
た
。
一
方
マ
ニ
ラ
か
ら
の
要
望
は
、
０
日
本
人
海
戚
の
処
罰
と
監
視
、
０
マ
ニ
ラ
来
航
日
本
船
の
制
限
と
監
視
で
あ
る
。
関
ケ
原
戦
役
後
本
格
的
交
渉
が
開
始
さ
れ
、
家
康
は
一
六
〇
二
年
の
エ
ス
ピ
リ
ト
ゥ
・
サ
ン
ド
号
事
件
迄
の
約
二
年
間
二
通
の
国
書
を
マ
ニ
ラ
に
送
っ
て
い
る
。彼
は
マ
ニ
ラ
か
ら
要
請
の
あ
っ
た
「
日
本
人
海
賊
処
罰
と
監
視
」
に
対
し
て
、
慶
長
六
年
一
〇
月
付
総
督
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
テ
ー
リ
ヨ
・
デ
・
グ
ス
マ
ン
『
昼
Ｘ
打
ｏ
弓
坐
ｏ
浄
ｏ
思
‐
（
２
〕
ヨ
掛
宛
国
書
で
「貴
国
之
海
辺
、
大
明
弊
邦
悪
徒
作
賊
之
輩
、
可
刑
者
刑
之
、
明
人
者
異
域
民
也
、
不
及
刑
之
、
令
帰
千
本
国
、
定
知
於
大
明
被
詠
罰
」
、慶
長
七
年
（
月
付
国
書
に
「貴
国
所
欲
、
自
本
邦
八
幡
舟
輩
、
悉
詠
殺
焉
、
城
中
到
遠
島
退
願
、
弥
加
制
止
之
厳
命
」
、
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
積
極
的
に
日
木
人
の
海
賊
取
締
り
を
行
な
い
儀
味
抽
朝
球
旋
脇
勅
菰
布
た
。
こ
の
事
実
は
内
外
の
史
料
に
よ
っ
次
に
マ
ニ
ラ
か
ら
の
第
二
の
要
請
で
あ
る
「
日
本
船
の
制
限
及
び
監
視
」
に
対
し
て
、
慶
長
六
年
一目
書
で
「自
本
朝
所
発
之
商
船
、
不
可
用
多
者
、
可
随
来
意
、
他
日
本
邦
之
船
到
其
地
、
則
以
此
書
所
押
之
印
可
表
信
、
印
之
外
者
不
可
許
焉
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
直
ち
に
日
本
商
船
の
制
度
化
を
実
行
し
朱
印
船
制
度
を
創
設
し
た
。
さ
ら
に
彼
は
慶
長
七
年
国
書
で
「本
朝
商
人
難
有
寡
人
押
印
之
書
、
不
用
国
政
、
致
非
理
者
、
記
共
名
字
而
可
告
報
之
、
異
日
不
可
令
共
舟
渡
海
也
」
と
記
し
、　
マ
子
フ
側
の
協
力
を
得
て
悪
徳
商
人
を
摘
発
し
未
印
船
商
人
の
質
的
向
上
を
は
か
ろ
う
と
し
た
。
家
康
は
マ
ニ
ラ
の
要
望
に
応
じ
つ
つ
、
関
東
・
メ
キ
シ
ョ
貿
易
早
期
開
設
を
マ
ニ
ラ
に
要
求
し
た
。
彼
が
一
工
九
八
年
以
来
メ
キ
シ
ョ
と
の
貿
易
を
翌
ん
で
い
た
こ
と
は
次
の
文
書
に
よ
っ
て
分
か
る
。
こ
の
文
書
は
、　
一
六
〇
〇
年
泰
家
康
使
節
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
フ
ラ
イ
・
ヘ
ロ
ニ
モ
が
マ
ニ
ラ
ヘ
持
参
し
た
家
康
書
翰
の
写
し
で
、
未
刊
の
ロ
ー
マ
・
イ
エ
ズ
ス
会
文
書
で
あ
る
。
日
本
と
の
ぶ
ゑ
す
は
ん
林
や
と
の
渡
海
の
儀
、
可
相
調
之
旨
伴
天
連
被
申
候
二
付
、
去
年
奉
王
郎
右
衛
円
尉
相
渡
候
処
、
千
今
不
致
帰
朝
候
、
心
元
な
き
事
二
候
間
、
為
迎
又
船
を
調
則
伴
天
連
を
相
渡
侯
間
、
弥
彼
地
へ
渡
海
之
儀
談
合
ニ
テ
相
調
、
則
工
郎
右
衛
門
尉
此
伴
天
連
同
船
ニ
テ
可
相
越
者
也
。
関
東
・
メ
キ
シ
ョ
貿
易
開
設
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
王
郎
右
衛
門
が
帰
国
し
な
か
っ
た
の
で
、
伴
天
連
〔
フ
ラ
イ
・
ヘ
ロ
ニ
モ
〕
が
彼
の
消
息
を
確
め
、
メ
キ
シ
ョ
貿
易
問
題
打
開
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
が
、　
マ
子
フ
市
民
の
反
対
に
あ
い
何
ら
解
決
策
を
も
た
ら
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
家
康
は
さ
ら
に
慶
長
六
年
国
書
で
「弊
邦
与
濃
毘
数
般
欲
修
隣
好
」一、
慶
長
七
年
国
書
で
「本
朝
与
濃
昆
数
般
欲
作
商
船
往
来
者
、
不
必
為
本
朝
、
貴
邦
之
人
管
日
、
弊
邦
之
東
関
有
所
止
宿
、
則
呂
宋
之
舟
可
遁
風
難
、　
自
関
東
出
舟
者
、
両
国
之
嘉
残
也
」
、
と
記
し
、
メ
キ
シ
ョ
と
の
貿
易
を
重
ね
て
、要
望
し
、
日
本
が
メ
キ
シ
ョ
と
の
友
好
・
通
商
を
希
望
す
る
の
は
日
本
の
利
益
の
た
め
ば
か
り
で
な
く
、
関
東
を
寄
港
地
と
す
れ
ば
イ
ス
パ
ニ
ア
船
が
遊
難
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
イ
ス
パ
ニ
ア
人
に
も
利
益
が
あ
る
と
説
い
た
。
こ
の
よ
う
な
家
康
の
積
極
的
対
比
協
調
外
交
に
よ
っ
て
マ
ニ
ラ
の
対
日
観
は
好
転
し
て
い
っ
た
。　
王
ハ
〇
〇
年
頃
の
対
日
観
を
終
督
テ
ー
リ
ヨ
の
国
王
宛
書
翰
に
よ
っ
て
紹
介
す
る
。
当
書
勃
に
よ
っ
て
送
ら
れ
る
報
告
に
よ
り
陛
下
が
御
覧
に
な
る
よ
う
に
、
当
諸
島
と
日
本
と
は
今
ま
で
の
う
ち
最
良
の
状
態
に
あ
り
ま
す
。
日
本
を
▼
（
配
し
て
い
る
内
府
様
∪
ば
中、あ
い
ヨ
”
と
呼
ば
れ
る
関
東
の
王
は
イ
ス
パ
ニ
ア
人
と
の
通
商
を
た
い
ヘ
ん
の
ぞ
ん
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
は
、
彼
は
六
〇
才
で
す
が
、
彼
が
生
き
て
い
る
問
友
好
が
約
束
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
〔以
下
数
行
技
損
の
た
め
解
読
出
来
ず
〕
私
は
す
で
に
陛
下
に
お
知
ら
せ
致
し
ま
し
た
よ
う
に
日
本
と
の
友
好
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
彼
ら
の
間
に
は
紛
争
〔関
ケ
原
戦
役
〕
が
あ
り
ま
し
た
が
、
大
閤
様
の
死
去
に
よ
っ
て
後
に
徳
川
家
康
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
外
交
合岸
野
）
残
っ
た
支
配
者
〔家
康
〕
が
常
に
勝
利
を
収
め
ま
し
た
。
そ
し
て
今
か
ら
二
年
前
彼
は
私
に
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
士
フ
ラ
イ
コ
イ
エ
ロ
ニ
モ
〔
ヘ
ロ
ニ
モ
・
デ
・
ヘ
ス
ー
ス
〕
を
通
じ
陛
下
の
巨
下
で
あ
る
私
た
ち
と
の
友
好
を
持
ち
た
い
と
知
ら
せ
て
来
ま
し
た
の
で
私
は
彼
に
承
諾
す
る
旨
返
答
し
ま
し
た
。
サ
ン
・
フ
エ
リ
ー
ペ
号
事
件
・
二
六
聖
人
殉
教
事
件
後
、
最
悪
の
状
態
に
あ
っ
た
日
比
関
係
は
家
康
の
諸
施
策
に
よ
り
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
。
総
督
テ
ー
リ
ョ
の
後
任
ペ
ド
ロ
ニ
ア
・
ア
ク
ー
一
ャ
句
●や
一的一
。
＞
８
旨
は
、　
十
六
〇
二
年
七
月
十
二
日
マ
ニ
ラ
発
国
王
宛
書
翰
で
内
府
と
そ
の
家
巨
は
、
日
本
か
ら
ヌ
エ
バ
・
エ
ス
ー
パ
ニ
ャ
ヘ
商
取
引
の
た
め
の
船
を
派
遣
す
る
権
限
を
、
陛
下
が
お
与
え
に
な
る
の
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
、
こ
の
点
に
関
し
て
当
方
が
決
断
し
て
回
答
し
な
い
こ
と
に
遺
憾
の
意
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。
求
め
に
応
じ
て
許
可
を
お
与
え
に
な
っ
て
も
大
し
て
不
都
合
な
点
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
と
記
し
、
関
東
・
メ
キ
シ
ョ
貿
易
開
設
と
い
う
家
康
の
希
望
に
応
じ
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
マ
ニ
ラ
に
与
え
ら
れ
る
利
点
と
し
て
、
０
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
布
教
、
０
日
本
人
海
賊
防
止
、
０
イ
孔
ど
一
ア
船
の
緊
急
避
難
の
三
点
を
挙
げ
て
い
る
。
家
康
は
、
慶
長
七
年
国
書
で
示
し
た
よ
う
に
、
こ
の
第
二
の
緊
急
避
難
港
設
置
を
利
用
し
て
イ
ス
パ
ニ
ア
船
の
関
東
誘
致
を
説
得
し
一- 22 -‐
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て
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
緊
急
避
難
に
関
し
て
問
題
に
な
っ
た
の
が
次
に
述
べ
る
エ
ス
ピ
リ
ト
ゥ
・
サ
ン
ト
号
事
件
で
あ
る
。
註
（
１
）
拙
稿
「関
ケ
原
戦
役
前
に
お
け
る
徳
川
家
康
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
の
交
渉
―
ロ
ー
マ
・
イ
エ
ズ
ス
会
文
書
に
よ
る
―
」
合
キ
リ
ス
ト
教
史
学
』
第
二
八
集
、
掲
載
予
定
）
（
２
）
村
上
博
士
前
掲
書
二
三
八
―
二
四
〇
頁
（
３
）
同
　
量
白　
一
一四
三
―
二
四
五
頁
（
４
）
Ａ
・
ヴ
ア
リ
ニ
ア
ー
ノ
、　
一
六
〇
一
年
一
〇
月
二
四
日
長
崎
発
マ
ニ
ラ
学
院
長
宛
書
窃
、　
＞
多ヽ
一く
・
ヨ
戸
８
〕営
Ｆ
ヨ
め
Ｒ
Ｆ
Ｄ矛
【
命
し
，
∽
「
付
電
　
∽
一
，
　
Ｐ
卜
‐
―
【
】
α
Ｏ
Ｉ
呼
ユ
く
俗
督
ア
ク
ー
ニ
ャ
、　
一
六
〇
二
年
七
月
マ
ニ
ラ
発
国
王
宛
書
軸
＞
Ｑ
″
＝
＞
Ｉ
ｒ
く
ｃ
ａ
①
一月
呂
一
↑
Ｏ
Ｐ
と
一
可
似
＝
句
ま
，
，
似
『
ウ名
〇
　
卜
Ｃ
Ｇ
）
Ａ
・
ヴ
ア
リ
一ア
ー
ノ
、
王
ハ
ｏ
ｏ
年
Ｔ
二
月
Ｔ
ヽ
ャ
コ
発
〔
マ
ニ
ラ
学
院
長
宛
〕
書
訪
旨
甲
空
Ｐ
心
―
串
】
出
∝
―
ド
∞
く
（
６
）
＞
Ｃ
自　
句
『
Ｚ
ｃ
　
時
ｏ
（
７
）
＞
Ｃ
Ｈ　
町
　
Ｐｃ
Ｚ
ｃ
　
】時ｏ
ロ
レ
ン
ソ
・
ペ
レ
４
者
野
間
一
正
氏
訳
『
ベ
ア
ト
・
ル
イ
ス
・
ノ
テ
ロ
伝
』
三
十
１
三
二
頁
の
訳
に
よ
る
。
た
、
０
人
質
四
名
を
日
本
側
へ
引
き
渡
す
こ
と
、
０
日
本
人
監
視
を
船
中
に
置
く
こ
と
、
０
使
節
を
伏
見
へ
派
遣
す
る
こ
と
、
四
帆
又
び
航
海
用
具
を
日
本
側
に
引
き
渡
す
こ
と
。
と
こ
ろ
で
総
司
令
官
ウ
リ
ョ
ア
は
四
の
要
求
に
つ
い
て
は
断
り
、
不
審
に
思
っ
た
彼
は
通
訳
を
通
し
て
「何
故
私
た
ち
に
そ
の
よ
う
な
保
証
を
求
め
る
の
か
尋
ね
た
。
こ
の
問
い
に
対
し
〔
日
本
人
の
使
い
は
〕
船
が
港
か
ら
出
て
行
か
な
い
よ
う
に
す
る
為
で
あ
る
。
も
し
私
た
ち
が
出
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
ら
彼
〔藩
主
〕
や
領
国
は
た
い
へ
ん
危
険
な
目
に
遇
う
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
皇
帝
Ｌ
●
・ヨ
鴨
【＆
９
〔家
康
（
〕
強
彼
を
斬
り
家
巨
達
に
は
重
罰
を
加
え
る
か
ら
で
あ
る
、　
と
答
え
た
」。　
っ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
四
項
目
の
要
求
を
出
し
た
一浩
主
の
意
図
は
「
中
央
の
指
令
の
あ
る
迄
不
審
な
外
国
船
を
留
一め
て
お
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
卜
万
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
総
司
令
官
ウ
リ
コ
ア
は
一
〇
月
一
日
（
八
月
一
六
日
）
終
司
令
官
の
弟
ア
ロ
ン
ソ
ニ
ア
・
ウ
リ
ョ
ア
＞
一３
を
ヽ
Ｃ
Ｃ
中一８
を
長
と
す
る
他
六
名
か
ら
な
る
使
節
団
を
伏
見
へ
派
遣
し
た
。
ま
た
藩
主
山
内
一
豊
は
一
〇
月
二
日
（
八
月
一
七
日
）
付
で
弟
山
内
修
理
亮
（康
豊
）
に
「唐
船
之
義
二
付
、
清
兵
衛
、
半
右
衛
円
差
遣
候
間
、
共
元
可
然
様
可
申
談
候
之
、
兎
角
唐
人
如
何
様
共
入
魂
仕
候
様
二
才
克
尤
二
候
、
又
唐
人
飯
米
等
之
事
右
衛
門
七
、
忠
右
衛
円
両
人
方
よ
り
可
被
申
付
候
、
何
様
二
も
各
江
被
申
談
尤
ニ
候
、
為
其
中
入
候
」、
と
い
う
内
容
の
書
状
を
送
り
、
辻
清
兵
衛
、
相
原
半
右
衛
門
を
現
地
に
遣
す
の
で
、
彼
ら
と
協
議
の
上
イ
ス
パ
ニ
徳
川
家
康
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
外
「交
（岸
野
）
二
慶
長
七
年
九
月
付
総
督
ア
ク
ー
ニ
ャ
宛
家
康
国
書
に
「貴
国
商
船
欲
赴
濃
毘
数
般
、
海
上
罹
風
波
難
、
到
本
邦
土
州
之
海
浜
」
と
あ
り
、
こ
の
「商
船
」
こ
そ
一
六
〇
二
年
七
月
二
六
日
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
カ
ビ
テ
港
を
出
港
し
た
ガ
レ
オ
ン
船
エ
ス
ピ
リ
ト
ゥ
・
サ
ン
ト
号
で
あ
っ
た
。
同
船
は
出
港
後
、
八
月
七
日
に
第
一
回
目
の
暴
風
雨
を
う
け
、
八
月
二
一
日
か
ら
三
日
間
再
度
暴
風
雨
に
あ
い
、
積
荷
の
大
部
分
を
帥
一神
“
醐
つ 棄
れ
ば
韓
わ
れ
現
醐
暇
卵
れ
ネ
ル
ニ キ
一
人 コ
怖
球
囀
瑚
祐
勢
し
て
い
た
が
逆
風
の
た
め
や
む
な
く
土
佐
清
水
港
に
入
港
し
た
。
九
月
二
四
日
〔
日
本
暦
八
月
九
日
）
入
港
と
同
時
に
日
本
舟
二
〇
隻
以
上
が
こ
れ
を
取
囲
ん
だ
（当
代
記
巻
三
慶
員
七
年
条
に
「去
秋
土
佐
国
江
唐
船
寄
、
彼
国
主
山
内
対
馬
守
日
本
船
に
て
取
巻
之
番
を
付
る
」
と
あ
る
）。
エ
ス
ピ
リ
ト
ウ
・
サ
ン
ト
号
の
総
司
令
官
ロ
ペ
・
デ
・
ウ
リ
ョ
ア
Ｆ
ｏ
吊
静
Ｃ
】一思
は
贈
物
を
も
た
せ
て
藩
主
山
内
一
畳
に
使
節
を
派
遣
し
た
。（当
代
記
に
「唐
人
も
対
馬
守
江
、
巻
物
以
下
使
令
音
信
」
と
あ
る
）。
こ
の
使
節
に
対
し
て
藩
主
は
使
い
を
遣
し
合
報
告
書
」
に
よ
る
と
、
藩
主
の中
刃
瑠
い
ｏ
ど
居
Ｆ
軍
留
【呂
Ｊ
自
身
が
訪
問
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
当
代
記
の
「対
馬
守
使
彼
船
江
乗
移
る
」
の
方
を
と
る
）
総
司
令
官
に
次
の
四
項
目
を
要
求
し
ア
人
に
対
し
て
万
全
を
期
す
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
山
内
一
豊
も
イ
ス
パ
ニ
ア
人
と
の
間
に
ト
ラ
ブ
ル
を
起
さ
ぬ
よ
う
精
令
を
出
し
て
い
た
が
、　
一
〇
月
六
日
（
八
月
二
一
日
）
ア
ゴ
ス
テ
ノ
会
士
パ
ー
いア
レ
・
フ
ラ
イ
・
デ
イ
エ
ゴ
・
おア
・
ゲ
′バ
ラ
　
円
い
ぃ
る
日
′登
】
∪
】
（の
増
符
ｏ
応
革
Ｓ
が
船
長
ク
エ
ー
バ
ス
の
Ｓ
中奇
営
ｏ
局
る
投
笹
伴
っ
て
土
佐
清
水
へ
来
て
直
接
船
を
訪
問
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
状
況
が
悪
化
し
た
。
彼
ら
の
訪
問
の
目
的
を
推
定
し
て
み
る
と
、
「報
告
書
」
に
「パ
ー
デ
レ
・
ゲ
バ
ラ
は
司
令
官
に
皇
帝
が
以
前
ド
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
テ
ー
リ
コ
に
送
っ
た
朱
印
状
Ｆ
掛
Ｓ
い
を
手
渡
そ
う
と
す
る
こ
と
あ
り
、
彼
ら
は
家
康
の
朱
印
状
―
入
港
許
可
証
の
よ
う
な
も
の
か
―
を
総
司
令
官
に
屈
け
に
来
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
パ
ー
デ
レ
・
ゲ
バ
ラ
が
こ
の
朱
印
状
を
渡
そ
う
と
し
た
時
、
こ
れ
を
見
て
い
た
日
本
人
監
視
が
奪
お
う
と
し
た
こ
と
か
ら
、
日
本
人
・
イ
ス
パ
ニ
ア
人
の
間
に
騒
ぎ
が
お
こ
り
、
パ
ー
デ
レ
・
ゲ
バ
ラ
と
ク
エ
ー
バ
ス
は
陸
へ
連
行
さ
れ
、
三
日
間
拘
留
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
パ
ー
デ
レ
・
ゲ
バ
ラ
は
六
年
前
サ
ン
・
フ
エ
リ
ー
ペ
号
の
乗
客
と
し
て
日
本
に
漂
着
し
、
直
ち
に
秀
吉
と
の
交
渉
の
た
め
中
央
へ
派
這
さ
れ
て
お
り
、
サ
ン
・
フ
エ
リ
ー
ペ
号
積
荷
没
収
事
件
、
そ
軸
「
ひ
き
続
く
二
六
聖
人
殉
教
事
件
に
は
身
を
も
っ
て
体
験
し
て
い
る
。
彼
は
三
日
間
の
拘
留
を
解
か
れ
船
に
戻
っ
た
時
、
日
本
人
に
対
す
る
態
度
を
硬
化
さ
せ
、
こ
の
港
を
去
り
別
の
港
に
行
く
よ
う
ウ
リ
ョ
ア
に
勧
め
た
。
土
佐
の
役
人
は
脱
出
の
危
険
性
の
あ
る
こ
の
イ
ス
パ
ニ
- 2 4 -―- 25 -一
史
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巻
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ア
船
を
港
内
に
閉
込
め
て
お
く
た
め
に
港
口
封
鎖
と
い
う
非
常
手
段
に
着
手
し
た
。
南
路
志
は
「右
唐
船
御
国
方
御
留
可
被
成
候
と
て
材
木
過
分
二
取
集
湊
日
ふ
さ
き
市
）申
手
立
二
而
層
船
を
ハ
海
底
よ
り
か
が
そ
三
筋
は
ら
せ
置
候
」
と
具
体
的
に
封
鎖
の
模
様
を
伝
え
て
い
る
。
ゥ
リ
ョ
ア
は
日
本
側
の
不
穏
を
動
き
に
対
し
て
偵
祭
隊
を
送
り
封
鎖
の
危
険
性
を
確
め
て
か
ら
一
〇
月
一
四
日
（
八
月
二
九
日
）
脱
出
を
命
じ
た
。
脱
出
の
際
双
方
の
間
に
戦
聞
が
行
な
わ
れ
三
時
間
余
り
続
い
た
、
こ
の
槙
様
は
「報
告
書
」
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
南
路
志
に
は
「嬉
人
共
右
模
様
〔海
上
封
鎖
〕
を
見
い
ま
多
湊
口
ふ
さ
き
不
申
内
海
底
之
か
が
苧
を
ハ
く
ろ
ん
坊
を
入
き
ら
せ
船
の
と
も
綱
切
放
表
純
引
上
俄
二
出
船
仕
其
後
大
筒
打
申
候
其
煙
二
而
三
日
湊
く
ら
み
申
と
也
」
と
あ
り
、
イ
ス
パ
ニ
ア
側
の
「報
告
書
」
と
一
致
し
て
い
る
。
エ
ス
ピ
リ
ト
ゥ
・
サ
ン
ト
号
並
出
の
後
日
本
に
パ
ー
デ
レ
・使
節
団
・
そ
の
他
を
含
め
て
多
数
の
者
が
残
留
し
た
が
家
康
に
よ
リ
マ
ニ
ラ
ヘ
送
還
さ
れ
た
。
結
局
エ
ス
ピ
ツ
ト
ウ
・サ
ン
ト
号
の
脱
出
事
件
は
、
不
審
な
外
国
船
を
留
め
て
お
こ
う
と
す
る
藩
主
山
内
一
豊
の
意
向
（港
口
封
鎖
）
が
第
二
の
サ
ン
・
フ
エ
リ
ー
ペ
号
）事
件
の
再
発
を
恐
れ
て
い
た
イ
ス
パ
ニ
ア
人
を
刺
激
し
て
起
っ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
当
代
記
に
「此
船
よ
り
惣
別
如
此
船
を
押
る
時
は
、
帆
柱
を
取
物
な
り
け
る
を
、
油
断
に
て
不
取
事
不
覚
也
」
と
あ
り
、
事
件
に
対
し
て
第
二
者
で
あ
っ
た
著
者
〔伊
勢
国
亀
山
城
主
松
平
忠
明
？
〕
は
こ
の
事
件
の
原
因
を
土
佐
の
者
が
「
帆
柱
」
を
押
収
し
な
か
っ
た
こ
と
に
帰
し
て
い
０
）
註
（
１
》
村
上
博
士
前
掲
尋
二
五
三
頁
（
２
）
　
「
一
六
〇
二
年
七
月
二
六
日
出
航
し
た
司
令
官
ロ
ペ
・
デ
・
ウ
ジ
ョ
ア
・
イ
・
レ
モ
ス
の
指
揮
の
下
に
あ
っ
た
旗
艦
エ
ス
ピ
リ
ト
ゥ
・
サ
ン
ト
号
の
報
告
書
」
（＞
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ｓ
東
京
大
学
児
料
編
纂
所
架
蔵
複
製
写
真
〕
以
下
「報
告
書
」
と
略
す
。
巻
末
史
料
０
参
照
小。
（
３
〕
『
史
籍
雑
纂
』
二
（
４
）
一証
（
２
）
「報
生
回圭
Ｅ
（
５
）
　
「清
水
浦
浜
田
五
郎
兵
衛
党
之
事
」
翁
南
賂
志
』
三
一
）
（
６
）
て
の
【
】，
Ｐ
Ｉ
営
居
ｒ
ｏ
∽
卜
）
＾
て
ユ
ｏ
居
８
の
＞
∞
湯
付
一】〕
８
ｏ
ヨ
ｏ
】
口
”
一【ｅ
ど
ｏ
Ｏ
ュ
ｏ
，
↑ｏ
キ　
】働
Ｏ
ｕ
ｔ
岸『
∞
ｏ
　
Ｏ
げ
【
申
【，
体
毎
【いい
ｏ
●
ｏ
の
ｏ
ヨ
生
虫
命
Ｆ
】
ｏ
《
〇
り
や
ヽ
５
く
の
Ｏ
①
番
ゴ
ｏ
》
命
ｏ
ヨ
ｏ
●
９
意
ｏ
中
＞
∞
Ｆ
の
市本や
　
ウく【い
【
【い
　
０
●
　
Ｏ
ｐ
の
命【
〇
卜
掛
０
い
①
淳
『
∞
〇
≡
　
りヽ
お
い
【
【臣
中
〇
り
ふ
円
『
岸
一　
一
一
当
事
件
後
家
康
は
Ｂ
本
人
・
イ
ス
パ
エ
ア
人
に
対
し
て
ど
の
よ
う
悦
一拠
葬
蝉
脇
豹
総 っ
能
的
“
ゎ
れ
”
姉
庁
琳
韓
炉
〕
痢
る ェ
狩
宛
国
書
及
小け
事
件
に
関
係
し
た
日
本
人
に
対
す
る
厳
重
な
処
罰
０
日
本
全
国
へ
外
国
船
保
護
の
指
令
０
残
留
イ
ス
パ
ニ
ア
人
に
対
す
る
損
害
補
償
・
食
糧
支
給
・
帰
国
援
助
四
未
印
状
発
行
こ
の
朱
印
状
は
ア
ク
ー
ニ
ャ
宛
国
書
に
「別
裁
押
印
書
八
紙
、
持
此
印
紙
、
則
弊
邦
之
中
、
江
海
島
峡
、
村
邑
城
里
、
栖
息
可
康
安
」
、
と
あ
る
八
紙
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
（
な
お
第
三
項
に
あ
る
カ
シ
ョ
内
の
日
本
文
は
筆
者
が
イ
エ
ズ
メ
会
文
許
Ｆ
，
翻
字
し
た
も
の
で
あ
る
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ
外
国
人
商
人
に
対
し
て
日
本
に
於
い
て
遵
守
さ
る
べ
き
法
令
。
一
、
外
国
船
が
暴
風
の
た
め
日
本
の
い
ず
れ
か
の
領
国
或
い
は
港
に
入
る
場
合
、　
い
か
な
る
船
荷
も
没
収
し
な
い
こ
と
を
命
ず
一
、
船
の
積
荷
の
売
買
に
於
い
て
は
、
い
か
な
る
強
制
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
固
く
禁
止
す
る
。
乗
船
し
て
い
た
商
人
に
と
り
碇
泊
港
が
適
当
で
な
い
場
合
は
取
引
希
望
地
に
移
り
自
由
に
売
買
す
る
こ
と
を
認
め
る
。
一
、
普
通
の
場
合
、
外
国
一人
は
日
本
中
の
ど
こ
に
で
も
居
住
す
る
こ
と
を
認
め
る
。
然
し
外
国
の
法
を
持
ち
込
む
こ
と
は
固
く
禁
止
す
る
。
〔総
別
、
異
国
人
居
住
の
儀
、
主
次
第
た
る
べ
し
、
但
し
仏
法
広
む
る
儀
は
堅
く
禁
制
の
事
〕
慶
長
七
年
九
月
徳
川
家
康
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
外
変
（岸
野
）
ド
ン
・
ペ
ド
ロ
・
ア
ク
ー
ニ
ャ
殿
つ
ま
り
こ
の
朱
印
状
は
外
国
船
の
緊
急
遮
難
と
外
国
商
人
の
自
由
貿
易
の
許
可
、
キ
リ
ス
ト
教
布
教
の
禁
止
を
内
容
と
し
て
い
る
。
以
上
家
康
の
処
置
を
見
て
き
た
が
、
彼
は
残
留
イ
ス
パ
ニ
ア
人
を
厚
遇
し
、
こ
の
種
の
事
件
が
再
発
し
な
い
よ
う
日
本
国
内
に
命
令
を
下
し
、
さ
ら
に
外
国
船
の
緊
急
避
難
・
自
由
貿
易
を
許
可
す
る
内
容
の
未
印
状
を
交
付
し
た
。
こ
れ
ら
の
処
置
は
一
五
九
八
年
以
来
マ
ニ
ラ
に
言
明
し
、
実
施
し
て
き
た
方
針
の
再
確
認
と
も
言
え
よ
う
。
当
事
件
で
示
さ
れ
た
家
康
の
方
針
は
以
後
に
漂
着
し
た
イ
ス
パ
ニ
ア
船
―
例
え
ば
一
六
〇
九
年
（慶
長
一
四
）
の
岸
和
国
漂
着
の
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
号
、　
王
ハ
王
ハ
年
（
元
和
三
）
の
土
佐
漂
着
の
イ
ス
パ
ニ
ア
船
―
に
対
し
て
も
適
用
さ
れ
、
双
方
の
間
に
ト
ラ
ブ
ル
は
生
じ
な
か
っ
た
。
註
（
１
）
村
上
博
士
前
掲
書
二
五
三
―
二
五
四
頁
（
２
）
二
欧
文
史
料
を
紹
介
す
る
。
０
　
終
督
ア
ク
ー
ニ
ャ
、　
王
ハ
〇
三
年
六
月
マ
ニ
ラ
発
国
工
宛
書
訪
（＞
ｏ
Ｐ
Ｆ
「
Ｚ
９
ら
）
終
司
令
官
の
弟
〔
ア
ロ
ン
ソ
・
ウ
リ
ョ
ア
〕
及
び
そ
の
同
伴
者
は
船
が
脱
出
し
た
時
、
ミ
ヤ
コ
に
い
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
土
地
〔土
佐
清
水
〕
に
残
さ
れ
た
者
は
捕
え
ら
れ
政
庁
へ
連
れ
て
行
か
れ
ま
し
た
。
王
〔朱
康
〕
は
彼
ら
を
釈
放
し
港
へ
戻
し
、
食
糧
そ
の
他
の
必
要
な
全
て
の
―- 26 -一―- 27 -―
史
　
　
苑
分
曇
二
十
五
き
丁
〕こ
も
の
を
与
え
、
人
を
派
遣
し
彼
ら
が
奪
わ
れ
た
と
言
っ
て
い
る
も
の
を
元
へ
戻
さ
せ
、
彼
ら
に
損
害
を
与
え
た
者
を
斬
る
よ
う
に
命
じ
ま
し
た
。
〔
中
略
〕
徒
は
私
に
チ
ャ
パ
ｏＦ
将
と
呼
ば
れ
る
許
可
を
よ
こ
し
ま
し
た
。
●
　
日
本
司
教
ル
イ
ス
・
デ
・
セ
ル
ケ
イ
ラ
一
六
〇
三
年
二
月
二
０
日
長
崎
発
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
準
管
区
長
デ
ｆ
エ
ゴ
・
デ
・
ガ
ル
シ
ア
宛
書
動
（
＞
円
周
＝
＞
Ｉ
〓
く
停
曰
町
３
ユ
一
】
ｏ
【
岩
向
ｏ
一
？
キ
ｐ
再
仰
①
　
∽
Ｏ
命
【
命
市
仰
≡
∽
【
・中
∽
Ｆ
∽
】
】
●
∞
ｐ
」
〇
　
〇
〇
〇
）
イ
孔
ハ
ニ
ア
人
が
一復
〔家
康
〕
を
訪
問
し
贈
物
を
献
じ
た
時
、
彼
は
た
い
そ
う
喜
び
彼
ら
を
歓
待
し
、
捕
に
対
し
十
分
な
援
助
を
し
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
す
で
に
急
い
で
出
港
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
イ
ス
パ
ニ
ア
人
が
望
む
と
こ
ろ
で
十
分
体
養
し
、
都
合
の
良
い
船
に
乗
船
す
る
よ
う
に
と
言
い
、
さ
ら
に
彼
ら
に
米
（
日
本
で
は
通
常
の
食
糧
）
を
与
え
、
彼
ら
が
日
本
に
い
る
間
手
厚
く
も
て
な
す
よ
う
に
命
じ
ま
し
た
。
贈
物
を
持
参
し
た
イ
ス
パ
ニ
ア
人
拒
内
府
様
に
次
の
ょ
う
な
チ
ヤ
パ
ｏＦ
ｏ
い
あ
る
い
は
法
令
円
３
く
一り伊
を
求
め
ま
し
た
。
「
そ
の
内
容
は
〕
ル
ソ
ン
の
人
々
が
自
由
に
日
本
へ
来
て
希
望
す
る
如
何
な
る
港
に
お
い
て
も
取
引
出
来
、
た
と
え
船
が
泉
れ
て
到
着
し
て
も
船
や
積
荷
が
没
収
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
ら
を
自
由
に
販
売
出
来
、
よ
り
好
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
は
ど
こ
へ
で
も
行
け
、
任
意
に
港
を
替
え
る
こ
と
が
出
来
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。
内
府
様
は
容
易
に
従
ら
に
与
え
ま
し
た
。
（
３
）
〔
パ
ー
デ
レ
・
オ
ル
ガ
ン
チ
ー
ノ
他
に
よ
る
一
六
〇
二
年
日
本
に
お
こ
っ
た
出
来
事
に
関
す
る
「証
明
」
一
六
〇
二
年
一
一
月
十
四
ロ
ミ
ヤ
ヨ
発
（
＞
円
弓
　
Ｓ
選
―
∞
　
巻
末
史
料
０
参
照
）
（
４
）
口
刃
＞
甲
，
＝
里
げ
盲
市０
８
刃
８
一
＞
８
計
日
臣
許
Ｆ
Ｅ
■
豊
証
一〇
〇
【
一命
∽　
り
ｏ
ｏ
　
ワ
【Ｏ
　
津
０
り
野
間
氏
前
掲
訳
書
三
三
―
三
四
頁
の
訳
に
よ
る
。
四
当
事
件
後
、
イ
ス
パ
ニ
ア
人
に
交
付
さ
れ
た
朱
印
状
に
対
す
る
マ
ニ
ラ
の
評
価
又
び
当
時
イ
ス
パ
ニ
ア
系
諸
修
道
会
と
は
対
立
関
係
に
あ
っ
た
在
日
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
評
価
を
検
討
し
て
み
た
い
。
ま
ず
マ
ニ
ラ
で
の
評
価
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
総
督
ア
ク
ー
ニ
ャ
の
国
工
宛
善
協
を
紹
介
す
る
。
総
督
ア
ク
ー
ニ
ャ
は
十
六
〇
三
年
七
月
付
国
王
宛
書
輸
で
ま
ず
エ
ス
ピ
リ
ト
ゥ
・
サ
ン
ト
号
事
件
に
対
す
る
家
康
の
処
置
を
報
告
し
て
か
ら
朱
印
状
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
彼
は
チ
ャ
パ
・軍
■
と
呼
ば
れ
る
許
可
状
を
よ
こ
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
当
地
の
い
か
な
る
船
も
日
本
へ
行
け
る
と
い
う
許
可
で
あ
り
、
た
と
え
他
の
と
こ
ろ
に
漂
着
し
入
港
し
て
も
害
を
加
え
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
上
必
要
な
も
の
企
て
を
与
え
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
れ
故
現
在
で
は
こ
の
件
に
関
し
て
は
改
善
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
彼
が
私
に
書
き
送
っ
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
彼
は
昨
年
略
奪
に
来
た
日
本
人
を
罰
し
全
て
こ
れ
ら
の
者
を
殺
す
よ
う
に
命
じ
た
と
の
こ
と
で
す
が
〔当
地
で
は
〕
す
で
に
気
づ
い
て
い
た
こ
と
で
す
。
と
い
う
の
は
毎
年
当
地
の
沿
岸
へ
来
て
大
損
害
を
与
え
る
者
共
が
本
年
は
一
人
も
現
わ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
ア
ク
ー
ニ
ャ
は
朱
印
状
に
含
ま
れ
て
い
る
三
項
目
の
う
ち
「自
由
貿
易
」
「緊
急
進
難
」
を
そ
の
内
容
と
し
て
紹
介
し
、
こ
の
家
康
と
の
約
束
が
信
頼
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
家
康
に
よ
る
日
本
人
海
賊
取
締
り
の
例
を
挙
げ
て
実
証
し
て
い
る
。
家
康
の
処
置
は
サ
シ
・
フ
エ
リ
ー
ペ
号
事
件
以
来
の
対
日
不
信
感
を
緩
和
さ
せ
、　
一
五
九
八
年
以
来
の
家
康
の
対
比
協
調
外
交
を
一
歩
前
進
せ
し
め
た
と
言
え
■
ご
つ
。
と
こ
ろ
で
、
ア
ク
ー
ニ
ャ
の
書
勃
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
彼
が
未
印
状
の
第
二
項
「
キ
リ
ス
ト
教
布
教
禁
止
」
に
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
マ
ニ
ラ
で
こ
の
条
項
が
重
大
視
さ
れ
ず
、
無
視
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
以
後
諸
修
道
会
社
の
来
日
は
継
続
し
、　
王
ハ
〇
四
年
（慶
長
九
）
総
督
ア
ク
ー
ニ
ャ
は
家
康
に
ド
ミ
ニ
ヨ
会
士
に
対
す
る
布
教
援
助
を
求
め
て
書
翰
を
送
っ
た
と
こ
ろ
、
家
康
よ
り
断
固
た
る
布
激
輩
止
の
返
事
を
与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
話
修
道
会
士
来
日
に
よ
徳
川
家
康
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
外
変
（岸
野
）
っ
て
在
ロ
イ
エ
ズ
ス
会
士
と
の
対
立
抗
争
が
再
燃
し
激
化
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
諸
修
道
会
士
来
日
に
反
対
の
立
場
に
あ
っ
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
は
エ
ス
ピ
リ
ト
ゥ
・
サ
ン
ト
号
事
件
に
如
何
に
対
処
し
、
家
康
朱
印
状
に
如
何
な
る
評
価
を
下
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
エ
ス
ピ
リ
ト
ゥ
・
サ
ン
ト
号
が
土
佐
清
水
に
漂
着
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
長
崎
に
伝
わ
っ
た
時
、
日
本
司
教
セ
ル
ケ
イ
ラ
Ｆ
●
肘
符
の
命
〕占
居
】
昏
巡
祭
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
＞
】
Ｐ
営
ぃ
る
く
単
増
営
ｏ
及
び
準
管
区
長
パ
シ
オ
『
【営
の中の８
対
”
り丁
は
、　
こ
の
漂
着
が
第
二
の
サ
ン
・
フ
エ
リ
ー
ペ
号
事
件
へ
発
展
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
。
そ
の
た
め
セ
ル
ケ
イ
ラ
は
直
ち
に
現
地
に
使
を
出
し
、
総
司
令
官
ウ
リ
ョ
ア
に
出
来
る
限
り
の
援
助
を
与
え
る
こ
と
を
申
し
出
て
い
る
。　
王
カ
ミ
ヤ
コ
地
方
に
い
る
パ
ー
デ
レ
・
オ
ル
ガ
ン
テ
ー
ノ
Ｏ
君
の掛
一
∽
ｏ
巨
ｐ
ｏ
縄
営
ｒｉ
【
Ｄ
ｏ
パ
ー
デ
レ
・
モ
レ
ホ
ン
町
＆
Ｂ
Ｉ
Ｒ
ｏ
」
ｏ、
ｐ
に
対
し
上
京
す
る
イ
ス
パ
ニ
ア
使
節
に
出
来
る
限
り
の
助
言
と
援
助
を
与
え
る
（
３
）
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
パ
ー
デ
レ
が
如
何
な
る
活
動
を
行
な
っ
た
か
史
料
不
足
で
具
体
的
な
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
た
だ
彼
ら
が
イ
ス
パ
ニ
ア
人
使
節
に
忠
告
し
た
こ
と
は
、
家
康
に
対
し
て
何
ら
か
の
法
令
―
た
と
え
そ
れ
が
緊
急
避
難
の
許
可
を
求
め
る
も
の
で
あ
れ
、
自
由
貿
易
の
許
可
を
求
め
る
も
の
で
あ
れ
―
を
要
求
し
な
い
よ
う
に
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
イ
ス
パ
ニ
ア
系
諸
修
道
会
士
の
大
羊
来
―- 28 -――- 29 -一
（
６
）
Ｈ
・
チ
ー
ス
リ
ク
神
父
「
セ
ル
ケ
イ
ラ
司
教
の
報
告
」
翁
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
』
一
三
報
、
三
三
四
頁
）
（
７
）
Ｏ
Ａ
り
●
●
Ｆ
日
Ｂ
３
α
伸
〇
母
意
＞
ヨ
ｐ
●
Ｐ
∪
①
Ｏ
≡
●
耳
ｏ
詩
梓
一
〇
〇
ユ
禄
句
●
げ
０
，
ユ
】
ｏ
α
ｏ
申
一
ｏ
岸
】
「
ば
ｏ
∽
】Ｐ
一
卜
岸
卜
】
！
津
ふ
や
●
註
（
４
）
の
文
書
口
註
（
６
）
の
文
書
五
豊
巨
秀
吉
は
朝
鮮
侵
略
を
背
景
に
マ
ニ
ラ
に
入
貢
を
強
い
る
と
い
う
威
嚇
的
、
軍
事
的
な
対
比
外
交
を
展
開
し
た
。
そ
の
帰
結
が
サ
ン
・
フ
エ
リ
ー
ペ
号
事
件
・
二
六
聖
人
殉
教
事
件
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
件
で
日
比
関
係
が
最
悪
の
状
態
に
あ
っ
た
時
、
徳
川
家
康
は
対
比
交
渉
に
着
手
し
、
通
商
的
協
調
的
外
変
を
展
開
し
た
。
こ
の
外
変
が
順
調
に
発
展
ｔ
マ
ニ
ラ
に
定
着
し
つ
つ
あ
つ
た
時
に
勃
発
し
た
の
が
エ
ス
ピ
ツ
ト
ゥ
・
サ
ン
ト
号
事
件
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
件
は
期
せ
ず
し
て
家
康
外
交
の
有
効
性
が
マ
エ
ラ
で
試
さ
れ
る
機
会
と
な
っ
た
。
家
康
は
残
留
イ
ス
パ
ニ
ア
人
を
厚
通
し
、
こ
の
種
の
事
件
が
再
発
せ
ぬ
保
証
と
し
て
朱
印
状
を
総
督
ア
ク
ー
ニ
ャ
に
送
っ
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
厚
遇
措
置
に
よ
っ
て
彼
の
対
比
協
調
外
交
は
マ
ニ
ラ
に
お
い
て
承
認
さ
れ
、　
一
歩
前
進
し
た
と
言
え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
注
目
す
べ
き
は
、　
マ
ニ
ラ
に
宛
て
た
朱
印
状
の
内
容
で
徳
川
家
康
の
フ
イ
リ
ピ
ン
外
炎
（岸
野
）
か
日
本
側
の
史
料
に
よ
っ
て
確
め
ら
れ
な
い
が
、
家
康
が
キ
リ
ス
ト
教
布
教
に
対
し
て
何
ら
積
極
策
に
出
ず
黙
認
策
を
と
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
従
っ
て
家
康
政
権
に
な
っ
て
は
じ
め
て
「
キ
リ
ス
ト
教
布
教
禁
止
」
が
公
式
に
宣
言
さ
れ
た
こ
と
は
、
家
康
の
黙
認
政
策
の
下
で
布
教
勢
力
を
拡
大
し
つ
つ
あ
つ
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
に
と
っ
て
は
大
打
撃
と
な
っ
た
。
ィ
ェ
ズ
ス
会
士
は
こ
の
条
項
が
朱
印
状
に
加
わ
っ
た
原
因
を
イ
ス
球
た
時
嚇
蟻
能
購
柴
唯
知
悲
俸
，こ 来
陶
吐
体
約
家
中
晦
布
ば
衆
市
豹
嫉
認
か
ら
禁
止
へ
と
転
換
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
イ
エ
ズ
ス
会
士
は
、
こ
の
「
キ
方
ス
ト
教
布
教
禁
止
」
を
重
大
視
し
、
来
る
べ
き
迫
害
を
予
測
し
、　
マ
舌
フ
ヘ
警
告
を
発
し
た
が
顧
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
諸
修
道
会
士
と
の
対
立
を
深
め
て
行
っ
た
。
註
（
１
∀
　
＞
命
Ｐ
，
『ｏ
Ｚ
ｐ
卜ｏ
（
２
）
村
上
博
士
前
掲
書
九
一
―
九
二
頁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ャ
（
３
）
日
本
司
教
セ
ル
ケ
イ
ラ
、　
Ｔ
バ
〇
二
年
一
一
月
九
日
長
崎
発
フ
ィ
リ
ピ
ン
準
管
区
長
宛
書
紛
巻
末
史
料
口
参
照
。
（
４
）
＞
増
『
丁
い
いよ
Ｓ
留
―
∞
（
５
）
　
〔慶
上
二
年
フ
イ
リ
ピ
ン
総
督
宛
豊
臣
秀
吉
返
手
に
関
す
る
イ
ェ
ズ
ス
会
の
教
会
裁
判
記
録
〕
〕Ｓ
∽
す
　
卜働
ｌ
ｒ
基
∞
あ
る
。
こ
こ
で
家
康
は
外
国
人
の
「緊
急
避
難
」
「自
由
貿
易
」
を
認
め
て
い
る
が
第
三
項
に
お
い
て
「
キ
リ
ス
ト
教
布
教
禁
止
」
を
表
明
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
彼
が
一
五
九
八
年
以
来
の
キ
リ
ス
ト
教
布
教
黙
認
策
を
改
め
、
「貿
易
」
と
「禁
教
」
と
い
う
徳
川
外
交
の
基
本
原
則
を
内
外
に
宣
言
し
た
最
初
の
も
の
と
言
え
よ
う
。
〔＝
記
〕
こ
れ
は
筆
者
が
さ
る
五
月
二
五
日
開
催
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
史
学
会
関
東
支
部
会
で
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
史
料
０
一
六
〇
二
年
七
月
二
六
日
出
航
・
司
令
官
ロ
ペ
・
デ
・
ウ
リ
ョ
ア
・イ
・
レ
モ
ス
０
９
母
単
∪
ｏ
ｓ
Ｆ
８
ｏ
科
Ｃ
】
８
く
Ｆ
ｏ呂
２
の
指
揮
の
下
に
あ
っ
た
旗
艦
エ
ス
ピ
ツ
ト
ゥ
・
サ
ン
ト
号
の
報
告
書
（卜
①
，
ｐ
Ｓ
東
京
大
学
史
対
編
纂
所
架
蔵
セ
ビ
リ
ア
文
書
複
製
写
真
）
〔原
文
・
イ
ス
パ
ニ
ア
五岬
〕
〔
一
六
〇
二
年
〕
九
月
二
四
日
陸
地
が
見
え
、
私
た
ち
は
土
佳
回
Ｆ
軍
留
【呂
Ｊ
符
弓
ｏ
題
に
あ
る
清
水
港
Ｌ
ｏ
属
，
３
静
ｏ
一口
一月
（）
に
入
港
し
た
。
二
〇
隻
以
上
の
舟
掛
君
秘
が
現
れ
、　
私
た
ち
は
必
要
な
も
の
全
て
―
船
に
は
修
理
品
、
乗
組
員
に
は
食
料
―
を
与
え
る
と
保
証
し
た
。
長
崎
は
六
〇
レ
グ
ア
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
が
そ
こ
へ
行
く
に
は
逆
風
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
は
長
崎
へ
行
き
た
い
と
い
う
希
望
史
　
　
苑
（第
二
＋
工
巻
一
号
）
日
に
よ
っ
て
日
本
の
支
配
者
一層
、
仏
教
倍
が
刺
激
さ
れ
て
お
り
、
キ
断
は
い
瑠
嚇
“
杯
卿
挽
法
令
が
発
布
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
と
い
う
判
は
た
し
て
、
イ
ス
パ
エ
ア
人
の
要
求
に
よ
っ
て
家
康
よ
り
総
督
ア
ク
ー
ニ
ャ
宛
朱
印
状
が
発
布
さ
れ
た
。
こ
の
未
印
状
は
、
外
国
人
の
緊
急
避
難
、
自
由
貿
易
が
認
め
ら
れ
た
点
マ
エ
ラ
側
で
評
価
し
た
よ
時
離
財
軸
勢
取
巾
賄
翻
「
な
報
崎
な
晦
わ
確
舞
筆
い
一
行
時
的
れ
つ
一
？投在々
ほニポゥぃ効付ブレ数雄抑貯束怖だ昨厨姉路さ．は屯卜昨
よ
う
で
、
そ
こ
で
は
「
キ
リ
ス
ト
教
布
教
禁
止
」
条
項
は
記
載
さ
れ
崎発教勢雅搬幹諭均中ヽ
ウ一南ウイ．ヰ範一筆一勲いれ知対張
中れ一中あ（と。るこを一枠”一中キ牟車中『中券帥↓抑を‐司．申布の坂中巾
―- 30 -―
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史
　
　
苑
（第
二
十
五
巻
一
号
）
を
持
っ
て
い
た
。
〔
九
月
】
一七
日
そ
の
地
方
の
王
色
刃
曙
詩
遇
字
廷
Ｆ
口
留
【え
【申
〔藩
主
山
内
一
豊
〕
が
来
た
。
司
令
官
は
す
で
に
彼
に
贈
物
を
持
た
せ
て
人
を
遣
し
て
お
り
、
彼
は
そ
の
こ
と
を
大
変
感
謝
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
藩
主
は
私
た
ち
に
人
質
と
し
て
四
名
を
求
め
私
た
ち
の
船
に
六
名
の
監
視
を
置
い
た
。
そ
の
監
視
の
数
は
日
毎
増
し
て
つ
い
に
日
本
人
一
六
名
に
も
達
し
た
。
さ
ら
に
藩
主
は
帆
を
求
め
、
そ
の
上
航
海
用
具
を
解
き
引
き
渡
す
よ
う
に
要
求
し
て
き
た
が
、
司
令
官
は
断
り
、
通
訳
を
通
じ
て
何
故
私
た
ち
に
そ
の
よ
う
な
保
証
を
求
め
る
の
か
尋
ね
た
。
こ
の
問
い
に
対
し
、
船
が
港
か
ら
出
て
い
か
な
い
よ
う
に
す
る
為
て
あ
る
。
も
し
私
た
ち
が
出
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
ら
彼
〔藩
主
〕
や
領
国
は
た
い
へ
ん
危
険
な
目
に
追
う
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
皇
帝
占
】
●
呂
ｏ
●】社
Ｒ
〔家
康
〕
は
彼
を
斬
り
家
巨
達
に
は
重
罰
を
加
え
る
か
ら
で
あ
る
、
と
答
え
た
。
そ
し
て
も
し
使
節
を
派
遣
す
る
な
ら
監
視
を
取
り
除
き
人
々
は
自
由
に
陸
と
往
来
出
来
る
で
あ
ろ
う
、
と
答
え
た
。
そ
れ
で
使
節
派
遣
が
命
じ
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
甲
板
の
下
か
ら
価
値
の
な
い
悪
い
生
糸
が
取
り
除
か
れ
最
も
良
い
も
の
が
八
箱
選
び
出
さ
れ
持
っ
て
ゆ
か
れ
た
。
使
狩即
に
は
司
令
官
の
弟
ド
ン
・
ア
ロ
ン
ソ
ニ
ア
・
ウ
リ
ョ
ア
∪
目
＞
Ｆ
】る
符
Ｃ
】中思
、
船
長
ド
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
マ
ル
ド
ナ
ー
ド
∪
ｏ
コ
可
】”
胃
一∽８
て
い
】伊
思
伊
が
あ
た
り
、　
さ
ら
に
五
名
の
者
が
つ
け
ら
れ
た
。
彼
ら
の
出
発
す
る
一
日
前
司
令
官
は
藩
主
と
の
約
束
が
積
荷
を
没
収
す
る
た
め
の
策
略
で
は
な
い
か
と
心
配
し
、
ひ
と
思
い
に
長
崎
へ
向
け
て
出
帆
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
時
六
名
の
イ
ス
パ
ニ
ア
人
し
か
上
陸
し
て
い
な
か
っ
た
。
乃
ち
四
名
の
人
質
と
上
↓陛
の
許
可
を
も
ら
い
に
行
っ
た
二
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
軒
事
諮
問
会
議
Ｌ
８
０
上
ｏ
枯
∞
属
【昼
が
開
か
れ
た
。
し
か
し
は
と
ん
ど
の
者
、
と
く
に
パ
ー
デ
レ
達
が
反
対
し
た
。
と
い
う
の
は
彼
ら
は
こ
の
国
に
福
音
を
伝
え
よ
う
と
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
〔脱
出
〕
は
こ
の
地
に
騒
ぎ
を
起
す
か
ら
で
あ
る
。　
一
〇
月
一
口
使
節
は
一出
発
し
た
。
直
ち
に
パ
ー
デ
レ
達
は
上
陸
し
、
病
人
の
イ
ス
パ
ニ
ア
人
も
治
療
の
た
め
上
陸
し
た
。
こ
れ
ら
の
者
と
す
で
に
睦
に
い
た
者
Ｌ
あ
わ
せ
る
と
企
部
で
一
六
名
位
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
？
君
に
仕
え
る
数
人
の
奴
隷
が
い
た
。
司
令
官
は
一
〇
月
一
日
使
節
が
出
発
す
れ
ば
自
由
に
往
来
出
来
る
と
〔藩
主
か
ら
〕
約
束
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
た
ち
が
出
て
行
か
な
い
よ
う
に
監
視
を
置
く
よ
う
に
命
じ
た
。
は
た
し
て
使
節
が
出
発
す
る
と
直
ぐ
私
た
ち
は
藩
主
と
司
令
官
と
の
間
で
取
極
め
ら
れ
た
こ
と
が
ご
ま
か
し
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。
一同
六
日
、
パ
ー
デ
レ
・
て
フ
イ
ニ
ア
ィ
エ
ゴ
虫
石
ゲ
バ
ラ
『
出
る
可
【いく
∪
↓潰
ｏ
符
Ｏ
居
ぷ
Ｓ
が
船
長
ク
ェ
ー
バ
ス
の
Ｓ
■
市営
〇
●
骨
伊
を
伴
な
い
直
接
船
へ
来
た
。　
司
令
官
は
彼
，
を
は
円
に
迎
え
た
。
パ
ー
デ
レ
・
ゲ
バ
ラ
は
司
令
官
に
里
帝
が
以
前
ド
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
テ
ー
リ
ヨ
∪
冒
句
，
営
命
オリ
８
弓
登
０
に
送
っ
た
朱
印
状
Ｆ
掛
８
い
を
手
渡
そ
う
と
す
る
と
、
そ
の
船
に
い
た
日
本
人
の
監
視
は
こ
れ
を
見
て
そ
の
朱
印
状
を
奪
い
と
ろ
う
と
襲
い
か
か
っ
た
。
だ
が
司
令
官
は
し
っ
か
り
〓握
っ
て
い
た
の
で
奪
わ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
出
来
事
で
イ
ス
パ
ニ
ア
人
は
騒
ぎ
出
し
武
器
を
取
り
始
め
た
。
こ
の
騒
ぎ
で
陸
か
ら
さ
ら
に
舟
が
来
て
、
何
故
イ
ス
パ
ニ
ア
人
〔パ
ー
デ
レ
・
ゲ
バ
ラ
と
ク
ェ
ー
バ
ス
〕
が
船
に
入
っ
た
の
か
、
ま
ず
藩
主
に
理
由
を
話
し
了
解
を
得
て
か
ら
行
く
べ
き
で
あ
り
、
藩
主
は
大
変
立
腹
し
て
い
る
と
言
っ
た
。
そ
し
て
彼
ら
を
捕
え
陸
に
連
行
し
三
日
間
船
へ
戻
さ
ず
捕
え
て
お
い
た
。
同
一
〇
日
、
パ
ー
デ
レ
・
ゲ
バ
ラ
が
ク
ェ
ー
バ
ス
を
伴
，
司
令
官
や
他
の
人
々
に
別
れ
に
来
た
時
、
船
に
い
た
者
達
が
教
会
の
師
り
と
し
て
数
品
の
施
し
を
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
時
品
物
を
渡
す
の
を
見
て
い
た
監
視
は
そ
れ
を
奪
お
う
と
襲
い
か
か
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
ら
の
懐
い
て
い
た
裏
切
行
為
が
い
っ
そ
う
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
上
先
日
よ
り
彼
ら
は
私
た
ち
が
食
料
を
買
う
た
め
に
行
っ
て
い
た
生
糸
の
取
引
を
や
め
さ
せ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
で
パ
ー
デ
レ
・
グ
バ
ラ
は
、
出
帆
し
別
の
良
い
港
を
探
し
た
方
が
良
い
と
勧
め
、
日
本
人
と
司
令
官
と
の
間
で
取
極
め
ら
れ
た
こ
と
は
全
て
ご
ま
か
し
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
、
と
言
っ
た
。
こ
れ
で
パ
ー
デ
レ
・
ゲ
バ
ラ
は
去
っ
た
。
彼
ら
が
去
っ
た
翌
日
私
た
ち
は
多
数
の
舟
が
非
常
に
狭
い
港
口
へ
向
う
の
を
見
た
。
変
に
思
っ
た
水
夫
長
は
船
の
修
理
の
た
め
に
買
っ
た
舟
で
ど
ん
な
一異
切
行
為
が
行
な
わ
れ
て
い
る
か
を
見
に
行
っ
た
。
彼
は
日
本
人
が
大
木
を
切
倒
し
て
い
る
の
に
気
、つ
い
た
。
彼
は
通
訳
を
通
し
て
、
何
故
そ
の
よ
う
徳
川
家
康
の
フ
イ
リ
ピ
ン
外
交
（岸
野
）
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
尋
ね
る
と
、
彼
ら
は
港
口
を
閉
じ
る
た
め
で
あ
る
と
答
え
た
。
私
た
ち
は
彼
ら
が
私
た
ち
を
閉
じ
込
め
出
航
を
大
変
困
難
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
確
信
し
た
。
同
一
三
日
、
多
数
の
舟
が
港
ロ
ヘ
行
っ
た
の
を
見
た
航
海
士
長
は
下
士
官
と
銃
を
持
（ン
た
六
人
を
つ
れ
、
装
備
を
整
え
た
例
の
舟
で
港
ロ
ヘ
直
行
し
た
。
彼
ら
が
来
る
の
を
見
る
と
す
ぐ
日
本
人
は
た
く
さ
ん
の
舟
を
出
し
彼
ら
を
捕
え
よ
う
と
し
た
。
彼
ら
は
私
た
ち
の
仲
間
を
装
い
舟
に
手
カ
ギ
を
か
け
た
。
私
た
ち
の
仲
間
は
彼
ら
が
火
純
銃
を
持
っ
て
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
銃
の
先
に
ぬ
れ
た
純
を
つ
け
戦
っ
た
。
航
海
士
長
は
、
こ
の
よ
う
に
確
か
な
一異
切
り
に
対
し
て
何
を
た
め
ら
っ
て
い
る
の
か
、
全
員
の
生
命
・
財
産
を
危
険
な
目
に
あ
わ
せ
る
よ
り
数
名
を
残
し
て
立
去
っ
た
方
が
良
い
、
と
言
い
、
た
く
さ
ん
の
木
材
が
切
り
出
さ
れ
、
鉄
製
の
大
き
な
カ
ギ
で
括
り
つ
け
ら
れ
、
港
口
を
開
す
の
に
使
わ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
こ
の
港
日
は
非
常
に
狭
く
三
甲
枚
を
持
つ
こ
の
ガ
レ
オ
ン
船
の
長
さ
程
も
な
い
の
で
引
き
船
な
し
で
出
る
の
は
た
い
へ
ん
難
し
い
、
と
言
っ
た
。
翌
日
一
四
日
九
時
海
上
に
は
一
隻
の
舟
も
現
れ
な
か
っ
た
。
連
日
夜
明
け
に
物
売
り
の
舟
が
海
上
に
来
て
い
た
が
、
こ
の
日
は
多
く
の
舟
が
多
数
の
人
を
の
せ
て
港
口
に
集
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
見
て
司
令
官
、
航
海
士
長
、
他
の
人
々
は
出
港
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
。
そ
し
て
航
海
士
長
は
前
帆
①Ｆ
鳴一ｐ
Ｐ
ｓ
畳
】
ｏ
と
斜
Ｉ
帆
ざ
８
志
符
呂
―
こ
れ
ら
の
帆
し
か
な
か
っ
た
―
を
帆
桁
に
つ
け
る
よ
う
に
命
じ
た
。
こ
れ
を
知
っ
た
日
本
人
は
芭
ち
- 32 -――- 33 -
史
　
　
苑
（第
二
十
五
巻
一
号
）
に
私
た
ち
を
包
囲
し
射
撃
を
柿
一え
て
き
た
。
特
に
彼
ら
は
〔船
と
〕
巾
陸
地
の
本
に
つ
な
い
で
あ
っ
た
綱
を
警
戒
し
て
い
た
。
射
撃
が
激
し
か
っ
た
の
で
綱
を
取
り
去
る
余
一裕
が
な
く
数
本
の
綱
の
つ
い
た
ケ
ー
ブ
ル
が
切
ら
れ
た
。
そ
の
一
六
た
は
錨
が
、
他
の
一
本
に
は
木
裂
の
錨
ば
β
浄
〕
一
●
Ｆ
Ｉ
＞
呂
Ｆ
伊
Ｂ
生
の
思
―
が
つ
け
て
あ
り
、
　
他
の
一
本
は
陸
に
渡
さ
れ
て
い
た
。
帆
を
上
げ
よ
う
と
し
た
が
敵
の
激
し
い
射
撃
に
よ
っ
て
そ
の
余
裕
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
司
令
官
は
全
て
の
射
撃
手
・
砲
手
に
私
た
ち
を
守
る
限
り
の
射
撃
を
命
じ
た
。
だ
が
そ
の
港
は
大
変
狭
く
陸
は
高
く
、
多
数
の
者
が
私
た
ち
を
包
囲
し
て
い
た
。
そ
の
数
は
多
く
、
射
撃
手
は
二
五
〇
人
以
上
で
あ
り
、
矢
の
数
は
彩
し
か
つ
た
。
イ
ス
パ
ニ
ア
人
一
人
と
黒
人
一
人
が
殺
さ
れ
た
。
イ
ス
パ
ニ
ア
人
四
人
と
黒
人
・
土
人
あ
わ
せ
て
六
人
以
上
が
負
傷
し
た
。
港
ロ
ヘ
達
し
た
時
岬
の
端
か
ら
端
へ
海
面
に
綱
が
張
ら
れ
、
港
日
の
真
中
に
そ
の
綱
を
海
面
に
保
つ
た
め
の
舟
が
一
隻
あ
っ
た
。
こ
れ
を
知
っ
た
イ
ス
パ
ニ
ア
人
は
そ
の
丹
に
あ
る
綱
を
切
る
た
め
、
身
体
に
綱
を
つ
け
刀
を
持
た
せ
た
奴
隷
を
つ
か
わ
し
た
。
彼
は
そ
こ
に
敵
が
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
全
力
を
尽
し
綱
を
切
断
し
た
。
司
令
官
は
彼
に
自
由
の
身
分
に
な
る
許
可
を
約
束
し
た
。
こ
の
よ
う
に
難
な
く
脱
出
し
た
が
こ
れ
は
奇
蹟
的
な
こ
と
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
小
競
合
い
は
三
時
間
余
り
続
い
た
。
こ
の
港
に
四
名
の
ア
ゴ
ス
テ
ノ
会
士
、
パ
ー
デ
レ
巡
祭
師
ｏ一
『
＆
お
く
工
市社
９
〔。ハ
ー
デ
レ
・
デ
イ
エ
ゴ
・
デ
・
ゲ
バ
ラ
〕
、
パ
ー
デ
レ
・
フ
ラ
イ
・
フ
ァ
ン
ふ
ア
・
タ
マ
ヨ
　
句
伸
い
ゆヽ　
可
いヽ
く
『
●
ゆ
コ
　
い
●
、用
い
Ｆ
】いく
〇
、　
。ハ
ー
ム
ァ
ン
　
・　
フ
ラ
．イ
　
・
いア
イ
エ
ゴ
　
・
いア
・
グ
と
ア
ィ
エ
レ
ス
　
町
い
い
のヽ
町
いヽ
く
中り
【ｏ
ｍ
ｏ
い
ｏ
∩
ヤｏ
ユ
‐
ｑ
ふ
Ｎ
、
パ
ー
いア
レ
・
フ
ラ
イ
・
シ
モ
ン
・
デ
・
ア
ン
テ
町
＆
る
円
昼
く
∽
【８
ヨ
符
＞
Ｆ
府
、
ド
ミ
ニ
コ
会
士
一
名
の
計
五
名
、
さ
ら
に
以
上
の
パ
ー
デ
レ
と
使
節
団
、
そ
の
他
の
イ
ス
パ
エ
ア
人
を
含
め
て
二
四
名
、
奴
隷
、
土
人
計
三
〇
名
、
こ
れ
に
船
で
死
ん
だ
も
の
を
あ
わ
せ
る
と
六
〇
名
位
残
っ
た
こ
と
に
な
る
。
史
料
０
日
本
司
教
ル
イ
ス
・
デ
・
セ
ル
タ
イ
ラ
一
六
〇
二
年
一
一
月
九
日
付
長
崎
発
フ
ィ
リ
ピ
ン
準
管
区
長
〔デ
イ
エ
ゴ
・
デ
・
ガ
ル
シ
ア
〕
宛
書
助
口
【げ
中Ｓ
さ
Ｏ
ｐ
刃
の
単
＞
ｏ
ｐ
い
ｏ
呂
肘
い
ｏ
丁
工
【４
ｏ
【Ｊ
】
Ｏ
ｏ
ユ
ｏ
り
切
う
け
う
『
―
ｑ
く
〔
原
文
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
〕
本
書
翰
と
と
も
に
送
ら
れ
る
書
翰
を
書
き
終
え
て
か
ら
、
私
た
ち
は
次
の
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
先
の
モ
ン
ス
ー
ン
で
マ
エ
ラ
か
ら
ノ
バ
・
エ
ス
パ
ー
ニ
ャ
Ｚ
留
い
Ｄ
り将
ｐ
訂
へ
向
っ
た
船
の
う
ち
一
隻
が
土
佐
国
ｏ
思
【３
い
ｏ
弓
ｏ
博
の
あ
る
港
十
六
年
前
ガ
レ
オ
ン
船
サ
ン
・
フ
エ
リ
ー
ペ
号
が
失
な
わ
れ
た
港
の
近
く
卜
に
漂
着
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
は
ド
ン
・
ロ
ペ
・
デ
・
ウ
リ
ョ
ア
・
イ
，
レ
モ
ス
が
艦
隊
総
司
令
官
と
し
て
乗
組
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
船
は
大
マ
ス
ト
を
失
な
っ
て
着
き
ま
し
た
。
と
い
う
の
は
暴
風
雨
で
そ
れ
を
切
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
上
甲
板
の
出
入
口
や
ポ
ン
プ
そ
の
他
の
箇
所
か
ら
侵
入
し
た
大
水
に
よ
っ
て
破
損
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
当
地
で
私
た
ち
は
こ
の
漂
着
を
大
変
気
の
毒
に
思
い
、
サ
ン
・
フ
Ｌ
リ
ー
ペ
号
の
不
幸
な
出
来
事
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
出
来
事
を
知
り
、
ま
だ
良
く
事
情
が
分
る
前
に
パ
ー
デ
レ
巡
祭
師
〔
Ａ
・ヴ
ア
リ
十一
ァ
ー
ノ
〕
、
準
管
区
長
〔
Ｆ
・
。ハ
シ
オ
〕
と
私
の
二
人
は
飛
脚
に
パ
ー
デ
レ
・
オ
ル
ガ
ン
テ
ー
ノ
、
パ
ー
デ
レ
・
モ
レ
ホ
ン
宛
の
書
坊
を
託
し
都
へ
向
わ
せ
ま
し
た
。
そ
の
書
動
で
彼
ら
に
特
に
次
の
こ
と
を
命
じ
ま
し
た
、
乃
ち
そ
ち
ら
へ
土
佐
か
ら
数
人
の
イ
ス
パ
ニ
ア
人
（
そ
こ
へ
行
く
こ
と
は
確
実
で
す
）
が
漂
着
船
の
良
き
取
計
い
に
つ
い
て
内
府
様
の
と
こ
ろ
へ
交
渉
に
行
く
の
で
、
彼
ら
に
会
っ
た
な
ら
サ
ン
・
フ
エ
リ
ー
ペ
号
事
件
の
よ
う
な
こ
と
が
起
ら
な
い
よ
う
出
来
る
限
り
助
言
を
し
援
助
す
る
よ
う
に
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
と
こ
ろ
で
内
府
様
は
マ
ニ
ラ
に
親
し
み
を
持
っ
て
い
ま
し
た
の
で
太
閤
が
サ
ン
・
フ
エ
リ
ー
ペ
号
を
略
奪
し
た
時
非
常
に
非
難
し
ま
し
た
。
彼
〔家
康
〕
は
自
分
の
国
の
者
に
は
あ
ま
り
寛
大
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
外
国
人
に
対
し
て
は
か
つ
て
貧
欲
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
（当
地
で
知
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
）
ロ
ペ
司
令
官
は
彼
の
弟
に
五
人
の
イ
ス
パ
ニ
ア
人
を
つ
け
豪
華
な
贈
物
を
持
た
せ
直
ち
に
内
府
様
の
下
へ
派
遣
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
日
本
で
最
上
の
交
渉
の
方
法
で
す
。
ま
た
彼
〔
ウ
リ
ョ
ア
〕
は
そ
の
イ
ス
パ
ニ
ア
人
を
コ
ン
パ
ニ
ー
ア
の
パ
ー
デ
レ
の
も
と
へ
行
く
よ
う
に
さ
せ
ま
し
た
。
パ
ー
徳
川
家
康
の
フ
イ
リ
ピ
ン
外
変
（岸
野
）
デ
レイ
オ
ル
ガ
ン
チ
ー
ノ
や
パ
ー
デ
レ
・
モ
レ
ホ
ン
は
政
庁
に
も
又
そ
こ
で
の
交
渉
の
や
り
方
に
も
十
分
な
経
験
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
私
た
ち
も
こ
の
交
渉
を
全
く
彼
ら
に
委
ね
ま
し
た
。
ま
た
私
た
ち
は
あ
ら
ゆ
る
良
い
結
果
が
ひ
と
え
に
そ
の
御
手
に
か
か
っ
て
い
る
神
・
私
た
ち
の
主
に
そ
の
こ
と
を
委
ね
る
こ
と
も
忘
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
私
た
ち
は
こ
の
船
に
与
え
ら
れ
る
に
違
い
な
い
恩
穐
―
そ
れ
は
他
な
ら
ぬ
内
府
様
の
許
可
あ
る
い
は
命
令
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、イ
ス
パ
ニ
ァ
人
が
航
海
の
た
め
の
準
備
が
出
来
る
の
で
す
―
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
と
こ
ろ
私
た
ち
は
都
よ
り
知
ら
せ
を
受
取
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
あ
ち
ら
で
の
交
渉
の
結
果
が
分
る
の
も
長
く
か
か
ら
な
い
で
し
ょ
メ９
。
私
た
ち
は
そ
の
漂
着
を
知
っ
て
か
ら
直
ち
に
土
佐
に
い
る
総
司
令
官
に
（現
在
当
地
へ
自
分
の
船
で
来
て
い
る
カ
タ
ピ
ン
・
モ
ー
ル
、
ド
ン
・
パ
ウ
ロ
・
デ
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
８
中
す
甘
呂
Ｒ
∪
ｏ
呂
円
い
Ｆ
丁
符
”ざ
Ｈ付●
∞
一
が
行
な
っ
た
よ
う
に
》
見
舞
い
の
言
葉
を
伝
え
、
さ
ら
に
彼
の
仕
事
の
こ
と
、
あ
る
い
は
漂
着
船
や
そ
こ
に
い
る
人
の
た
め
に
な
る
こ
と
で
私
た
ち
に
し
て
欲
し
い
と
希
望
す
る
こ
と
を
何
ん
で
も
申
し
出
る
よ
う
に
伝
え
ま
し
た
。
こ
の
書
勃
は
こ
れ
で
終
り
ま
す
。
尊
師
の
ミ
サ
と
祈
り
の
う
ち
に
私
を
委
ね
ま
す
。
長
崎
よ
り
　
一
六
〇
二
年
一
一
月
九
日
日
本
司
教
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）
史
料
０
〔
パ
ー
デ
レ
・
オ
ル
ガ
ン
チ
ー
ノ
他
に
よ
る
一
六
〇
二
年
日
本
に
起
っ
た
出
来
事
の
「証
明
こ
十
六
〇
二
年
一
一
月
一
四
日
　
都
発
＞
，
ｏ
ゴ
■
卓
ヨ
　
句
【
ｏ
て
ま
ユ
ド
の
　
弓
負
卑
ゆ
，
Ｄ
ｏ
∽
ｏ
ユ
Ｒ
岸
伊
　
自
・
の
ぼ
∽
　
Ｆ
①
い
ユ
〇
Ｓ
留
―
∽
〔原
文
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
〕
諸
般
の
事
情
が
以
上
の
よ
う
で
あ
つ
た
時
ぃ
壊
れ
た
一
隻
の
イ
ス
パ
ニ
ア
人
の
船
が
土
佐
国
へ
到
着
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
数
人
が
伏
見
の
政
庁
へ
や
っ
て
来
ま
し
た
。
彼
ら
は
持
参
し
た
豪
華
な
贈
物
に
よ
っ
て
内
府
様
か
ら
歓
待
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
船
は
日
本
人
に
対
す
る
恐
怖
と
危
倶
か
ら
直
ち
に
出
港
し
て
し
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
イ
ス
パ
ニ
ア
人
は
内
府
様
た
、
船
が
日
本
へ
自
由
に
来
ら
れ
る
た
め
の
法
令
ｏ
３
く
中のＪ
あ
る
い
は
特
許
状
口
【く
滸
∞
一９
を
要
求
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
彼
ら
は
す
で
に
私
た
ち
の
パ
ー
デ
レ
か
ら
決
し
て
そ
の
よ
う
な
法
令
を
要
求
し
な
い
よ
う
に
と
忠
告
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。
と
い
う
の
は
彼
〔家
康
〕
は
つ
い
先
日
ル
ソ
ン
の
た
め
に
同
じ
よ
う
な
法
令
を
出
し
て
い
ま
す
の
で
、
も
し
こ
れ
で
イ
ス
パ
ニ
ア
人
が
満
足
し
な
い
な
ら
、
今
彼
ら
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
も
満
足
出
来
な
い
で
し
よ
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
と
こ
ろ
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
こ
と
が
良
く
話
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
私
た
ち
の
働
き
に
利
益
に
な
る
よ
う
な
条
項
が
法
令
に
載
せ
ら
れ
る
こ
と
は
疑
し
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
な
お
他
の
人
々
か
ら
勧
め
ら
れ
、
ま
た
彼
ら
も
強
く
の
ぞ
ん
だ
の
で
彼
ら
が
希
望
し
た
よ
う
な
広
汎
な
〔内
容
の
〕
法
令
が
発
布
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
条
項
の
最
後
に
次
の
よ
う
な
一
項
が
あ
り
ま
し
た
。
総
別
、
異
国
人
居
住
の
儀
主
次
第
た
る
べ
し
、
但
し
仏
法
広
む
る
儀
は
堅
く
禁
制
の
事
∽
Ｏ
げ
①
ヽ
】
命
Ｏ
・
Ｆ
社
巨
　
０
中
は
的
【
ゆ
Ｂ
Ｏ
∞
宮
中　
Ｄ
Ｆ
Ｘ
】
メ
中
は
い
【
　
市
い
ヽ
●
げ
①
ヌ
≡
ホ
ｏ
い
い
メ
】
げ
Ｅ
増
鉄
掛
る
日
景
●
∞
Ｆ
中
さ
命
単
遇
・
〓
ユ
①
【
Ｄ
Ｒ
ｏ
Ｓ
乃
ち
次
の
よ
う
な
意
味
で
す
。　
一
般
に
外
国
人
の
滞
在
は
任
意
で
あ
り
彼
ら
の
望
む
と
お
り
で
あ
る
、
し
か
し
法
の
公
布
は
彼
ら
に
厳
重
に
禁
止
さ
れ
て
い
＆
）
こ
の
条
項
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
恐
怖
に
陥
り
、
た
く
さ
ん
の
異
教
徒
た
ち
は
戸
を
開
ざ
し
あ
え
て
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
ろ
う
と
せ
ず
、
ま
た
異
教
徒
や
坊
主
や
私
た
ち
の
敵
は
た
い
へ
ん
容
【易
に
有
効
的
に
私
た
ち
を
非
難
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。　
と
い
う
の
は
こ
の
許
可
状
町
ユ
ｇ
府
あ
る
い
は
勅
許
状
ｏ
い
く
】撤
ｏ
８
出
が
そ
の
こ
と
を
明
白
に
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
さ
ら
に
カ
ス
テ
ィ
リ
ヤ
人
自
身
に
と
っ
て
も
た
い
へ
ん
有
害
で
危
険
な
こ
と
に
な
？
ま
し
た
。
と
い
う
の
は
も
し
船
が
難
破
し
日
本
に
漂
着
す
る
よ
う
な
こ
と
が
起
り
、
彼
ら
が
援
助
を
求
め
て
そ
の
法
令
を
提
出
し
て
も
、
彼
ら
は
容
易
に
次
の
よ
う
に
言
う
で
し
よ
う
．
あ
な
た
方
が
法
〔キ
リ
ス
ト
教
〕
の
公
布
を
行
な
っ
て
法
〔
巨
本
の
法
〕
を
破
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
自
分
達
も
ま
た
あ
な
た
方
に
利
益
と
な
る
法
を
遵
守
し
な
い
、
と
。
（立
教
大
学
文
学
研
究
科
・
博
士
課
程
）
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